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冬
枯
れ
の
庭
の
池
の
ほ
と

り
に
１
月
末
ご
ろ
か
ら
ワ
ビ
ス

ケ
「
太
郎
冠
者
」
が
ピ
ン
ク
色

の
花
を
多
数
つ
け
て
た
お
や
か

に
咲
い
て
い
る
。

こ
こ
光
則
寺
は
鎌
倉
有
数

の
花
の
寺
。
境
内
奥
の
「
太
郎

冠
者
」
は
、
幹
回
り
約
60
㎝
、

高
さ
約
４
ｍ
の
ほ
っ
そ
り
し
た

木
で
、
枝
を
広
げ
て
い
る
。

　
　

光
則
寺
の
ワ
ビ
ス
ケ

文
　
　
小
林
千
穂

写
真
　
松
原
省
吾

鎌
倉
木き

樹ぎ

め
ぐ
り　　
⑪

ワ
ビ
ス
ケ
は
ツ
バ
キ
科
ツ

バ
キ
属
の
常
緑
高
木
。
花
は
小

ぶ
り
で
、
ラ
ッ
パ
上
に
開
き
、

全
開
せ
ず
、
そ
の
控
え
め
な
姿

が
茶
花
に
向
く
。

境
内
に
は
ほ
か
に
も
数
種

類
の
ツ
バ
キ
が
植
え
ら
れ

て
お
り
、
入
口
か
ら
左
に

回
る
と
あ
る
「
胡コ

蝶チ
ョ
ウ

侘ワ
ビ

助ス
ケ

」
は
桃
色
地
に
白
班
が

入
る
花
。
つ
ぼ
み
は
ま
だ

固
く
、開
花
が
待
た
れ
る
。

さ
ま
ざ
ま
品
種
の
ツ
バ
キ

が
つ
ぎ
つ
ぎ
咲
き
、
こ
こ

し
ば
ら
く
は
楽
し
め
そ
う

だ
。

市
民
に
鎌
倉
の
遺
跡
の
様
相

を
見
て
も
ら
い
、
歴
史
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、
若
宮

大
路
周
辺
遺
跡
群
の
発
掘
調
査

の
現
地
説
明
会
が
２
月
15
日
開

催
さ
れ
、
約
３
０
０
人
が
見
学

し
た
。

場
所
は
鎌
倉
市
雪
ノ
下
の

鎌
倉
市
川
喜
多
映
画
記
念
館
南

側
の
土
地
で
、
集
合
住
宅
建
築

に
伴
い
、
昨
年
12 

月
か
ら
一

般
社
団
法
人
鎌
倉
・
中
世
文
化

研
究
セ
ン
タ
ー
（
馬
淵
和
雄
所

長
）
が
発
掘
調
査
を
実
施
し
て

い
る
。

調
査
面
積
３
３
８
㎡
を
２

分
割
し
、
今
回
前
半
部
分
の
約

８
ｍ
×
約
20
ｍ
を
約
１
ｍ
～

１
・
５
ｍ
掘
り
下
げ
た
。

こ
れ
ま
で
に
、
鎌
倉
時
代
後

期
の
東
西

道
路
（
窟い

わ

屋や

小こ
う

路じ

の

一
部
）
と

そ
れ
に
直

交
す
る
南

北
道
路
、

も
し
く
は
寺
院
（
松
源
寺
廃
寺
）

石
敷
き
遺
構
と
、
木
組
み
の
側

溝
を
持
つ
道
路
遺
構
、
井
戸
な

ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
町
屋

跡
と
み
ら
れ
る
面
か
ら
、
大
小

の
か
わ
ら
け
皿
、
瀬
戸
・
常
滑

や
青
磁
・
白
磁
の
陶
磁
器
、
瓦
、

杓
文
字
、
硯
や
塔
婆
な
ど
も
出

土
し
て
い
る
。

馬
淵
所
長
は
「
こ
れ
だ
け
の

石
敷
き
が
鎌
倉
で
発
見
さ
れ
た

の
は
初
め
て
で
は
な
い
か
」
と

話
し
て
い
る
。
発
掘
調
査
は
６

月
15
日
ま
で
。
今
後
、
残
り
半

分
の
発
掘
も
行
わ
れ
る
。

鎌
倉
市
雪
ノ
下
１
丁
目 

１
５
６
番
１

４
月
か
ら
鎌
倉
で

「
学
び
の
多
様
化
学

校
」
と
し
て
の
、
不

登
校
特
例
校
が
開
校

し
ま
す
▼
昨
夏
の
説

明
会
で
は
「
転
入
学
定
員
30

人
（
各
学
年
10
人
）
程
度
」

の
枠
に
対
し
、
説
明
会
へ
の

参
加
を
申
し
込
ん
だ
児
童
生

徒
は
95
人
い
ま
し
た
▼
こ
の

こ
と
は
、
関
心
の
高
さ
と
現

代
社
会
に
お
い
て
の
必
要
性

を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
数
字
と

考
え
ま
す
▼
「
95
人
の
う
ち

25
人
が
市
外
か
ら
の
参
加
」

で
あ
っ
た
り
、
神
奈
川
県
内

の
公
立
の
多
様
化
学
校
は
大

和
市
だ
け
だ
っ
た
り
す
る
こ

と
か
ら
も
県
内
外
か
ら
の
注

目
度
と
期
待
値
が
高
く
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
▼
家
庭

と
い
う
社
会
だ
け
で
は
得
ら

れ
な
い
、
集
団
生
活
で
の
み

培
わ
れ
る
社
会
性
と
い
う
も

の
が
存
在
す
る
は
ず
で
す
▼

鎌
倉
の
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
楽
し
み
に
応
援
し
た
い
と

思
い
ま
す
。�

（
Ｎ
）

　
▼
湘
南
江
の
島
春
ま
つ
り
　

８
・
９
日
江
の
島
・
片
瀬
海
岸
。

　
▼
祈
年
祭
　
15
日
11
時
、
亀

岡
八
幡
宮（
逗
子
）。五
穀
豊
穣
、

商
売
繁
盛
を
祈
願
。

　
▼
彼
岸
会
　
17
～
23
日
各
寺

院
。

　
▼
宇
佐
神
宮
遙
拝
式
　
18
日

10
時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
祖
霊
社
春
季
例
祭
　
20
日

10
時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

３月

若
宮
大
路
周
辺
遺
跡
群
で
鎌
倉
時
代
の
石
敷
き
な
ど

中
世
の
ロ
マ
ン
求
め
て
３
０
０
人
が
見
学

由
比
ガ
浜
通
り
の
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス

鎌
倉
カ
ル
チ
ャ
ー
ル
ー
ム

多
用
途
の
教
室
、
会
議
室
、
練
習
場
に

　
鎌
倉
駅
か
ら
徒
歩
約
７

分
、
由
比
ガ
浜
通
り
六
地
蔵

そ
ば
村
田
ビ
ル
の
２
、
３
階

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

　
広
さ
は
各
室
と
も
90
㎡
。

３
階
は
幅
２
ｍ
の
鏡
と
大
き

な
窓
に
囲
ま
れ
た
明
る
い
部

屋
で
床
絨
毯
、ピ
ア
ノ
、イ
ー

ゼ
ル
、
椅
子
机
、
ロ
ッ
カ
ー

完
備
。「
歌
と
発
音
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
」「
セ
ザ
ン
ヌ
の
眼

デ
ッ
サ
ン
」「
健
康
吹
き
矢
」

合
唱
団
な
ど
が
利
用
し
て
い

ま
す
。

　
２
階
は
全
面
鏡
、
床
は
リ

ノ
リ
ウ
ム
、バ
レ
エ
や
チ
ア
、

フ
ラ
、
ヨ
ガ
等
身
体
表
現
の

レ
ッ
ス
ン
場
で
好
評
で
す
。

　
両
階
と
も
年
間
契
約
が
優

先
で
す
が
、
９
時
～
22
時
の

間
の
、
原
則
２
時
間
以
上
使

用
の
単
発
使
用
も
受
付
中
で

す
。
有
料
駐
車
場
、
駐
輪
も

完
備
し
て
い
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
お
気
軽

に
。
☎
０
９
０
・
２
２
０
７
・

０
０
３
１

http://freespace-kama
kura.jim

dofree .com

鏡
と
ピ
ア
ノ
３
階
ス
ペ
ー
ス

若
宮
大
路
周
辺
遺
跡
群
の
現
地
説
明
会
＝
２
月
15
日

（
鎌
倉
・
中
世
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
提
供
）　

出
土
し
た
木
組
み
の
側
溝

鎌
倉
桜
「
桐
ケ
谷
」
を
植
樹

鎌
倉
同
人
会
の
記
念
事
業

鎌
倉
の
文
化

の
発
信
を
目
指

す
市
民
団
体

「
鎌
倉
同
人
会
」

が
鎌
倉
桜
「
桐

ケ
谷
」
を
２
月

19
日
、
鎌
倉
市

立
御
成
中
学
校

（
小
日
山
理
香

校
長
）
と
源
氏

山
公
園
に
植
樹
し
た
。

同
会
は
、
１
９
１
５
年
に

陸
奥
廣
吉
ら
に
よ
っ
て
創
設

さ
れ
た
鎌
倉
最
古
の
社
会
貢
献

団
体
。
２
０
１
５
年
に
創
立

１
０
０
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
鎌
倉
時
代
の
サ
ク
ラ
を
蘇

ら
せ
よ
う
と
市
内
の
寺
社
や
公

共
施
設
へ
の
植
樹
を
始
め
た
。

以
来
ほ
ぼ
毎
年
行
っ
て
お
り
、

今
回
で
16
、
17
本
目
。

御
成
中
学
校
で
は
、
校
舎
西
側

の
日
当
た
り
の
い
い
、
海
を
見
渡

せ
る
場
所
に
同
会
の
会
員
た
ち
が

校
長
と
い
っ
し
ょ
に
高
さ
１
２
０

㎝
ほ
ど
の
苗
を
植
樹
し
た
。

同
会
で
は
、
１
０
０
周
記
念

事
業
に
一
旦
区
切
り
を
つ
け
よ

う
と
「
鎌
倉
桜
『
桐
ケ
谷
』
の

植
樹
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
た
。

同
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

源氏山に植樹する同人会会員

「
ビ
ル
マ
の
竪
琴
」
朗
読
会

　
　

佐
助
サ
ロ
ン
で

鎌
倉
市
主
催
「
へ
い
わ
の

学
校
（
国
語
の
時
間
）」
の
一

環
で
２
月
15
日
、
鎌
倉
佐
助
サ

ロ
ン
（
佐
助
１
丁
目
）
で
「
朗

読
と
音
楽
『
ビ
ル
マ
の
竪
琴
』

の
催
し
が
開
か
れ
、
80
人
ほ
ど

の
市
民
が
鑑
賞
し
た
＝
写
真
。

「
へ
い
わ
の
学
校
」
は
、
幅

広
い
年
齢
層
の
参
加
者
が
交
流

し
な
が
ら
平
和
に
つ
い
て
考
え

る
企
画
で
、
音
楽
や
美
術
、
校

外
学
習
な
ど
の
催
し
を
市
が

２
０
１
９
年
か
ら
行
っ
て
い
る
。

『
ビ
ル
マ
の
竪
琴
』
は
鎌
倉

ゆ
か
り
の
作
家
・
竹
山
道
雄
の

作
品
で
、
今
回
は
原
作
を
３
分

の
１
に
編
集
し
た
脚
本
の
朗

読
。
朗
読
の
合
間
に
「
埴
生
の

宿
」「
荒
城
の
月
」「
朧
月
夜
」

な
ど
の
ピ
ア
ノ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

が
流
れ
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の

水
島
上
等
兵
の
手
紙
を
読
む

シ
ー
ン
で
は
会
場
か
ら
す
す
り

泣
き
の
声
が
聞
か
れ
た
。

朗
読
後
、
脚
本
・
演
出
を
手

掛
け
た
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
で
鎌
倉

ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
の
伊
藤
玄
二

郎
さ
ん（
81
）の
解
説
が
あ
っ
た
。

伊
藤
さ
ん
は
、
20
代
の
こ

ろ
、
竹
山
さ
ん
の
鎌
倉
の
自
宅

を
訪
ね
、
本
人
か
ら
直
接
作
品

に
つ
い
て
の
話
を
聴
い
て
い

る
。
伊
藤
さ
ん
は
作
品
の
「
原

風
景
」や
背
景
な
ど
を
紹
介
し
、

「
戦
争
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に

は
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
こ
と

だ
」
と
語
っ
た
。

  

『
か
ま
く
ら
の
す
て
き
な

   

た
て
も
の
の
え
ほ
ん
』

   　

     

〝第
４
弾〟
完
成  

鎌
倉
在
住
の
画
家
・
伊
東
雅

江
さ
ん
に
よ
る
小
冊
子
『
か
ま

く
ら
の
す
て
き
な
た
て
も
の
の

え
ほ
ん
（
鎌
倉
市
景
観
重
要
建

造
物
等
絵
で
み
る

図
鑑
）』
の
第
４

弾
〔
金
沢
街
道
エ

リ
ア
・
扇
ガ
谷
〕

が
完
成
し
た
。
案

内
役
の
ネ
コ
が
今

回
紹
介
す
る
の
は
、

旧
華
頂
宮
邸
、
旧

里
見
弴
邸
、
旧
村

上
邸
、古
我
邸
な
ど
。

鎌
倉
の
景
観
づ

く
り
に
寄
与
す
る

歴
史
的
構
造
物
を

紹
介
す
る
冊
子
で
、

ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
持
ち
歩
け
る

よ
う
Ｃ
Ｄ
サ
イ
ズ

の
12
㎝
四
方
。
こ

れ
ま
で
に
［
長
谷

エ
リ
ア
］［
鎌
倉
駅

周
辺
エ
リ
ア
］［
由

比
ヶ
浜
エ
リ
ア
］

の
３
冊
が
発
行
さ

れ
て
い
る
。

伊
東
さ
ん
は
「
現
地
に
行
っ

て
、
見
て
も
ら
い
た
い
。
子
ど

も
た
ち
に
想
い
を
も
っ
て
も
ら

い
、
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
育

て
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

３
０
０
円（
税
込
）。（
一
社
）

ひ
と
・
ま
ち
・
鎌
倉
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
製
作
で
、
売
上
金
か
ら
経

費
を
除
い
た
分
が
鎌
倉
市
景
観

重
要
建
造
物
等
保
全
基
金
に
寄

付
さ
れ
る
。

鎌
倉
市
川
喜
多
映
画
記
念

館
と
た
ら
ば
書
房
で
販
売
さ

れ
て
い
る
。
１
・
２
・
３
弾
の
３

冊
セ
ッ
ト
は
寄
付
を
含
め
て

６
０
０
円
。
１
弾
は
鎌
倉
市
役

所
都
市
景
観
課
で
も
扱
い
が
あ

る
（
寄
付
は
任
意
）。

えほんを持つ伊東さん


